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　その日、梓あずさ川がわ咲さく太たは東京の上うえ野のにいた。

　まだ肌寒さの残る春休みの最終日。

　桜の花びらが半分散った上うえ野の公園では、平日にもかかわらず多くの人がのんびり散歩を楽しんでいる。犬を連れた五十代くらいの夫婦。大学生らしきカップル。小さな子供を連れた家族もたくさん目に留まる。

　突然走り出した男の子の名前を呼びながら父親が追いかけていく。足を止めて桜を見上げる高齢の夫婦がその様子を振り返っていた。穏やかで微笑ましい光景。

　喧騒に包まれた駅前とは違い、公園内はゆっくりとした時間が流れている。

　そうした心地よい空気に咲さく太たが浸っていると、

「お兄ちゃん、早く」

　と、前を歩く花楓かえでに急かされた。

「そんなに急がなくてもパンダは逃げないぞ」

　むしろ、動物園から逃げ出したら一大事だ。今日一番のニュースになるのは間違いない。

「麻ま衣いさん、もう来てるかもしれないじゃん」

「だったら、急ぐか」

　案内用の矢印をいくつもぶら下げた公園内の時計は、あと二分で待ち合わせの午後一時になろうとしている。

　歩くペースを少し上げて、広々としたメイン通りを抜ける。目的地の動物園はすでに前方に見えていた。近づくにつれて入場ゲートの形がはっきりしてくる。隣のチケット売り場には、二、三人ずつの短い列ができていた。

　どこに並ぼうかを考えていると、

「あ、来た。花楓かえでちゃ～ん！」

　と、聞き覚えのある声がした。

「こっち、こっち！」

　チケット売り場の脇から手を振ってきたのは、お嬢様学校のセーラー服に身を包んだ金髪の女子高生。

　のどかだ。

　隣には麻ま衣いの姿もある。キャスケットを目ま深ぶかに被り、伊だ達て眼鏡めがねをかけたお忍びモード。咲さく太たと目が合うと、麻ま衣いは小さく手をあげて近づいてくる。のどかは駆け寄ってきた。

「なんで豊とよ浜はまがいるんだよ」

　麻ま衣いとは待ち合わせをしていたが、のどかが来るとは聞いていない。

「今日、始業式だけで午後はヒマだったし」

　のどかが制服姿なのはそのためだ。

「これ、咲さく太たのチケットね」

　差し出されたのは入場券。

「豊とよ浜はまのおごりか？」

「お姉ちゃんのおごり。花楓かえでちゃんは年間パスあるんだよね？」

「は、はい」

　肩にかけた小さな鞄かばんから、年間パスポートを出して、花楓かえではのどかに見せていた。

「じゃあ、早くパンダに会いに行こう！」

　のどかが率先して花楓かえでを入場ゲートに連れて行く。

　花楓かえでは戸惑いながらも、係のお姉さんに年間パスを提示していた。

「はい。どうぞ中へ」

　笑顔を向けられた花楓かえでがぺこりとお辞儀をする。それから、少し緊張した面持ちで待望の動物園に入っていった。

「私たちも行きましょう」

「そうですね」

　あとから、咲さく太たと麻ま衣いも係のお姉さんにチケットを提示する。

「動物園って久しぶり」

「麻ま衣いさんは見たい動物いるの？」

「随分前に来たときには、ウサギと触れ合えるエリアがあったのよね。まだあるかしら？」

「僕はウサギになった麻ま衣いさんと触れ合いたいなぁ」

　いつもの楽しいやり取りをしながら、咲さく太たも麻ま衣いに続いて動物園に入った。
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「平日なのに、意外と人いるね」

　のどかの何気ない感想に、「そうね」と麻ま衣いが頷く。

　園内には確かに意外と人がいた。右を見ても左を見ても、若いカップルや小さな子供を連れたファミリー客がいる。咲さく太たが数ヵ月前に来たときよりも客足は多い。あのときは、春休みでもないただの平日だったため、ガラガラに近かった。

　とは言え、今日も前がつかえるほど混雑しているわけではない。

　ただ、花楓かえでとしては人目が気になるらしく、それとなく咲さく太たの後ろに隠れていた。

「花楓かえで、その方が目立つぞ」

「だってぇ……」

　きょろきょろと花楓かえでが周囲を上うわ目め遣づかいで気にする。

「みんな、動物を見に来てるんだから、人間になんて興味ないって」

「それは、そうかもしれないけど……」

「もし、人間を見るにしても、見るなら麻ま衣いさんだろ」

　のどかと並んで前を歩く麻ま衣いの背中に目を向ける。キャスケットからこぼれる綺麗な黒髪。ぴんと伸びた背筋。ただ歩いているだけでも、凛りんとした美しい佇たたずまいが人目を引く。

　花楓かえでも同じように麻ま衣いの背中を見つめていた。

「……」

　口を真一文字に結んで何か考え込んでいる。

　しばらくすると、

「確かにそうかも」

　と、納得したような声を出して、咲さく太たの陰から前に出てきた。

　改めて花楓かえでが動物園の様子を見回す。その横顔には、抑えきれない喜びがにじみ出ていた。口元に笑みが浮かんでいる。無自覚に笑っている感じ。動物園にいることを、体で感じているのだと思う。

「動物のにおいするね」

　ぽつりと花楓かえでの口からもれたのはそんな感想。

　それを聞いて、咲さく太たの脳裏にはあのときの『かえで』の言葉が蘇った。

　──お兄ちゃん、洗ってないなすののにおいがします！

　興奮した様子で……。

　目を輝かせて……。

　動物園にいる喜びを、『かえで』もまた全身で表現していた。

「……」

　丁度、咲さく太たたちが歩いているあたりでのこと。

　あのとき、確かにこの場所には『かえで』がいた。

　咲さく太たの隣に『かえで』は存在していた。

「お兄ちゃん……？」

　立ち止まっていた咲さく太たを、三歩先で花楓かえでが振り返る。怪け訝げんそうな顔をしていた。

「ほら、あそこがパンダ舎だぞ」

　その花楓かえでに対して、咲さく太たは入口からすぐのところにある建物を指差してみせた。白黒のパンダの絵とともに、「ジャイアントパンダ」の文字が見えている。

「花楓かえでちゃん、行こう！」

　のどかが花楓かえでの手を引いて駆け出す。「わっ、あっ」と驚きを声に出しながら、花楓かえではなすがまま連れていかれる。

　そんなふたりの後ろ姿を見守っていると、突然咲さく太たのお尻に抓つねられたような痛みが走った。

「いっ！」

　事実、麻ま衣いがお尻を抓つねってきたのだ。

「麻ま衣いさん、急になに？」

「どう？　元気出た？」

「僕って元気なかったの？」

「何か考え事をしているようには見えた」

「さすが麻ま衣いさん、僕のことよく見てる」

「冗談が言えるなら大丈夫ね？」

「麻ま衣いさんにお尻を触られて元気になりました」

「じゃあ、私、パンダに会いに行ってくるから」

　話をきっぱり打ち切って、麻ま衣いはすたすたとパンダ舎の方に歩いて行ってしまう。

「僕も行きますって」

　咲さく太たは慌てて追いかけて、麻ま衣いの隣に並んだ。

「パンダ、起きてるといいですね」

「寝ててもかわいいからいいじゃない」

「みんな、パンダに甘すぎるんじゃないかなぁ」

　そんなことを思いながら、咲さく太たもパンダ舎に足を踏み入れた。




「パンダ、食べてる……」

「食べてるな」

　手すりとガラスを一枚隔てた約三メートル先。大きな体のジャイアントパンダは、一心不乱に笹ささを食べていた。

　両脚は投げ出し、地べたにどっかり座り込んだ貫禄のあるスタイル。まずは笹ささの葉をむしゃむしゃ頰張り、次に枝をもりもり食べ、最後に残った茎の部分も巨大なポッキーのように容易く平らげてしまう。

　丸々一本を食べ終えると、座った体勢のまま次の笹ささに手を伸ばす。器用に摑んでまた同じように、葉を食べ、枝を食べ、茎まで綺麗に残さず完食していく。

　そうした食事風景が、かれこれ五分ほど続いていた。

　咲さく太たたちがやってきたときには、すでに今の座り方をして、今と同じように笹ささを食べていたので、もっと前からそうしているのだろう。

「パンダ、ずっと食べてる」

　変わらず食事を続けるパンダを、花楓かえではじっと見つめていた。

「ずっと食べてるな」

「全然、こっち見てくんないねぇ」

　スマホを構えたのどかは、正面からのベストショットを狙っていたが、今のところ試みが成功する兆しはない。なぜなら、パンダはずっと横を向いたままだし、笹ささにしか興味を示していない。

「僕たちのことなんかお構いなしだな」

　まったく人目を気にする様子がない。

　咲さく太たたちのことなど見えていないかのようだ。

　パンダの徹底した態度を目の当たりにした花楓かえでは、

「パンダ、すごい……」

　と、素直に感心していた。

「花楓かえでちゃん、こっち見て」

　後ろから呼ばれた花楓かえでが、麻ま衣いを振り返る。すると、カメラモードのスマホを構えていた麻ま衣いがそれに合わせてシャッターを切った。

　その瞬間、「あ」と麻ま衣いが小さな驚きの声を出す。

「お姉ちゃん、どうしたの？」

「今、パンダがこっち見たのよ」

「え？　噓!?」

　慌ててパンダに視線を戻すが、先ほどまでの光景がそこにあるだけだ。パンダは相変わらず横を向いたまま笹ささをむしゃむしゃ食べている。

「ほら」

　麻ま衣いが証拠とばかりに撮った写真を見せてきた。花楓かえでとパンダにフォーカスしたツーショット写真。パンダは笹ささを食べながらも、首だけひねってカメラの方を確かに見ていた。

「え～、いいなぁ！」

　のどかが心底羨ましそうに声をもらす。

「パンダ、かわいい」

　花楓かえでの口から思わずうれしさがこぼれていた。

「よかったな、花楓かえで」

「うん」

「花楓かえでちゃん、メールで送っておくね」

「は、はい。麻ま衣いさん、ありがとう」

「どういたしまして」

　そこに、「あ、パンダ！」という小さな女の子の声が聞こえてきた。家族連れの客が数組パンダ舎に入ってきた。

「お客さんも増えてきたし、そろそろ他を回るか」

「それがよさそうね」

　咲さく太たたちは十分パンダを堪たん能のうした。あまり混雑してくると『桜さくら島じま麻ま衣い』に気づく人も出てくるかもしれない。そうなったら、ゆっくり動物園を見て回ることはできなくなるだろう。

　そんな中、のどかだけは、

「こっちも見てよ、パンダ～」

　と、スマホを構えて最後まで粘ねばっていた。

「のどか、置いていくわよ」

「あ～、待ってよ。お姉ちゃん！」
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「花楓かえでちゃん、絶対また来ようね」

「は、はい」

「まだ、パンダを見ただけだろ」

　のどかの発言は、これから帰るときに言うやつだ。

「だって、パンダ、あたしのことは見てくれなかったし。リベンジしないと」

　よくわからない理由で、のどかはひとりで燃えている。

　パンダ舎を出た咲さく太たたちは、自然と道順に沿って歩いていた。まずはキジやカワウソがいるエリアを一か所ずつ立ち止まりながら回っていく。

　フクロウやタカを眺めたあとは、徐々に木々が生い茂り、森の中に迷い込んでいくような感覚があった。次はどんな動物が待っているのか。わくわくする演出だ。

「ここは何がいるのかしら？」

「バクって書いてある」

　麻ま衣いの疑問を受けて、花楓かえでが看板を読む。

「どこどこ～」

　ケージに目を向けると、水辺に顔の先端が細くなった四つ足の動物がいた。茶色のような灰色のような毛並。のんびり歩いて、水を飲んでいる。表情は穏やか……というか、どこか眠たそうに見えた。

「バクって、咲さく太たに似てる」

　のどかがそんな感想を口にする。

「そうか？」

「なんか眠たそうな顔じゃん」

「僕の方が眠たそうだよな？」

　花楓かえでに同意を求めてみる。

「どこで張り合ってんのお兄ちゃん」

　心底呆あきれられてしまった。

「あっちには何がいるのかしら？」

　咲さく太たとバクを置いて、花楓かえでも麻ま衣いものどかも次のエリアに行ってしまう。

　仕方なく、親近感が湧わくバクを残して、咲太も三人を追いかけた。




　次のエリアで待っていたのはトラだ。スマトラトラ。のっしのっしとケージの中を我が物顔で歩いていた。

「トラって豊とよ浜はまによく似てるな」

「どこが？」

「色が」

　金色の毛並はそっくりだ。

「ほら、仲間だと思って寄ってきたぞ」

　近くで見るとなかなかの迫力。愛あい猫ぴょうのなすのとは大違いだ。

「咲さく太たを食べようと思ってるんじゃない？」

「僕って意外と美味そうなのかもな」

「いや、絶対まずいでしょ」

　そんなやり取りをしている途中で、

「あ、そうだ！」

　と、のどかは何かを思い出したように突然小さく手を叩いた。

「あたし、アレ、見たいんだった」

　咲さく太たのことは無視して、麻ま衣いと花楓かえでに話しかけている。

「のどか、アレじゃあ、わからないわよ」

　麻ま衣いが当然の指摘をする。

「アレだよ、アレ！　名前なんだっけ？」

　名前が出てこないのか、のどかは体を揺らしてむずむずしている。

「ほら～、あの～、アレ～」

「ゴリラなら、確かすぐ隣だぞ？」

　以前、来たときにはトラに続いてゴリラを見た記憶がある。

「ゴリラは忘れないっつーの！」

「じゃあなんだよ」

「あの、動かない鳥！」

「ハシビロコウね」

　答えをくれたのは麻ま衣いだ。

「そう！　それ！　ハシなんとか！」

　どうやら、のどかはそもそも名前を覚えていなかったようだ。

「ハシビロコウは、不忍しのばずの池いけの方にいるみたいね」

　スマホで園内マップを確認していた麻ま衣いがそう教えてくれる。

　今、咲さく太たたちがいるのは動物園の東側のエリア。不忍しのばずの池いけがあるのは、道路を挟んだ西側のエリアだ。ここからだと、東西のエリアを結ぶいそっぷ橋を渡った先になる。

「そういや、レッサーパンダもそっちにいたな」

　咲さく太たがそうもらすと、黙って話を聞いていた花楓かえでが視線を向けてきた。その目は「見に行きたい」と求めている。

「じゃあ、途中の動物も見ながら、不忍しのばずの池いけの方に行きましょうか」

　麻ま衣いの提案に「さんせ～」とのどかが手をあげる。

　花楓かえではうれしそうに深く頷いていた。




　動かないことで有名な鳥は、この日、やけに動いていた。

　長い脚をゆっくり持ち上げて、まずは抜き足。

「ハシなんとか、歩いてる……」

　その足をそっと下ろして、差し足。

「歩いてるな」

　音を立てずにスローモーションの忍び足。

「歩いてるわね」

　今度は逆の脚で抜き足、差し足、忍び足。それを二度三度と繰り返し……紛れもなく歩いていた。

「でも、すごいゆっくり」

　途中、両足を地面につけてしばし休憩。ただ、その間も大きな嘴くちばしのついた頭を左右に動かしていて、なかなかぴたりと止まってはくれない。

　他の動物なら動き回っている躍動感を求められるが、ハシビロコウだけは逆だ。動画を撮りに来ていた大学生のカップルも「歩いてるじゃん」と、思わず口に出していた。

　この日のハシビロコウは妙に活動的で、咲さく太たたちがいる間は、ケージの中を静かに散歩し続けていた。運動不足を実感して、生き方を変えたのかもしれない。
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　次に咲さく太たたちを出迎えてくれたのは、アフリカを代表する動物たち。

　最初に姿を現したのは、顔はキリン、体は栗毛の馬、後ろからだとシマウマに見える珍獣オカピだ。大きさとしては、サラブレッドよりも小さいくらい。

「あたし、オカピってはじめて見るかも」

　珍しい姿をしたオカピを、のどかはバシャバシャ写真に収めている。その間、オカピは草を食べたり、水を飲んだり、自由にのんびり過ごしていた。穏やかな動物だ。

　その隣には、ゆっくり歩くキリンがいた。自然と、咲さく太たたちの視線が上がる。長い首の先にある頭を見上げた。こうして見比べると、確かにオカピはキリン顔をしている。

　生態を説明する看板には、事実、オカピはキリンの仲間だと書かれていた。

　さらに奥に進むと、今度は太い脚で大地を踏み締めるサイがいた。硬そうな肌の質感。頭から飛び出した立派な角。シルエットは完全に恐竜だが、動物園内のサイもまた、穏やかに大人しく散歩をしているだけだった。

　それは、次に出てきたカバも同じだ。咲さく太たの百倍くらいはありそうな口を開けて、豪快にあくびをしていた。動物園には、眠たい生き物がたくさんいるようだ。

　そうした動物たちの様子を、咲さく太たたちは三十分くらいかけてゆっくり眺めた。

「次がレッサーパンダみたいだな」

　案内板を見る限り、この先にレッサーパンダが待っている。




　しばらく歩いて見えてきたのは、緑の木々が生い茂る空間。ぱっと見ただけでは、どこにレッサーパンダがいるのかわからない。

　四人で目を凝らしていると、

「あ、いた」

　と、花楓かえでが木の上を指差した。

　茶色の毛。縞しま々しまの尻尾。愛くるしい顔で、笹ささを食べている。

「レッサーパンダも笹ささを食べるんだ」

　少し意外そうに花楓かえでが呟く。

「もう一匹、木の陰にいるわね」

「あ、ほんとだ」

　麻ま衣いの指摘に、のどかがスマホを構える。

　もう一匹は、オレンジ色の野菜スティックを器用に摑んで口に運んでいた。

「ニンジンも食べるんだな」

「うん、ニンジン、すっごい食べてる」

　花楓かえでの視線は二匹のレッサーパンダの間を行ったり来たりして忙しそうだ。でも、それ以上に楽しそうな目をしていた。

「レッサーパンダは、やっぱり小さいね」

「レッサーだからな」

　それは、何も考えずに出た言葉だった。

　まったく意識していなかった。

　でも、言ったあとで、咲さく太たは胸がざわつくのを感じた。

　理由はすぐに思い当たる。

　忘れるはずがない。

『かえで』とも似たようなやり取りをしたのだ。

　この場所で。

　レッサーパンダを見ながら……。

　──お兄ちゃん、レッサーパンダです！　小さいです！

　──レッサーだしな

　今の『花楓かえで』と同じように『かえで』は咲さく太たの隣にいて、身を乗り出すようにしてケージの中に目を凝らしていた。レッサーパンダの様子を目に焼き付けようとしていた。

　とても楽しそうに……。

　とてもうれしそうに……。

　とても、幸せそうに。

「小さいけど、レッサーパンダもかわいい。なんか、笑ってるみたいな顔してるね」

「そうだな」

　真っ直ぐレッサーパンダを見ながら、咲さく太たは花楓かえでの言葉に同意した。

　本当に愛くるしい表情をしている。

　幸せそうにニンジンをかじり続けている。

　あの日と同じように。

「ねえ、あっちにパンダのお土産いっぱい売ってるみたいだよ？　見に行こうよ」

　写真を撮るのにも飽きたのか、のどかがギフトショップを指差す。

「せっかくだし、なんか、買って帰るか？」

　そう咲さく太たが聞くと、

「うん、買って帰りたい」

　と、花楓かえでは控えめに頷いた。

「レッツゴー、花楓かえでちゃん！」

　のどかが花楓かえでの背中を押して、ギフトショップに向けて舵かじを取る。

　その背中を見守っていると、麻ま衣いの意味深な視線に咲さく太たは気づいた。

「麻ま衣いさんは行かないの？」

「もちろん、行くわよ」

　咲さく太たを促すように麻ま衣いが歩き出す。咲さく太たもすぐに後に続いた。

　隣に並んだところで、先ほどの麻ま衣いの視線の意味はわかった気がした。恐らく、『かえで』のことを思い出していた咲さく太たのことを心配してくれていたのだ。
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　ギフトショップの中はパンダグッズで溢あふれていた。ぬいぐるみ、カレンダー、メモ帳、シャーペン……。右を見てもパンダ。左を見てもパンダ。パンダ、パンダ、パンダだ。もちろん、白黒のジャイアントパンダの方。

　圧倒的な人気。

　レッサーパンダのグッズはちょっとだけ置かれていた。

　その他の動物だと、ハシビロコウが密かな人気を博していることがわかる。ノートにつけるクリップは、動かないハシビロコウらしいグッズでちょっとほしくなる。

「こんなにあると、どれにするか迷う……」

　困った様子で、花楓かえでは店内を見渡していた。さすがに全部買って帰るわけにはいかない。そんなことをしたら、今度は家がパンダだらけになってしまう。なすのもびっくりするだろう。

「花楓かえで、新しいマグカップがほしいって、こないだ言ってなかったか？」

　棚の上に置かれたパンダのマグカップを見つける。同様のデザインで、絵柄が別の動物のマグカップと一緒に並んでいた。

「あ、これ、かわいい」

　マグカップを手に取った花楓かえではうれしそうだ。気に入ったという顔をしている。

「なら、私はウサギのにしようかな」

　隣にあったウサギのマグカップを麻ま衣いが摑む。

「え～、じゃあ、あたしもお揃いがいい」

　のどかは、「どれにしようかなぁ」と並んだマグカップと睨にらめっこをはじめた。

「豊とよ浜はまはこれだろ」

　金色の鬣たてがみを靡なびかせた立派なライオンのマグカップをのどかに渡す。

「これ、オスじゃん！」

「似てるからいいだろ」

「まあ、かわいいからいいけど」

　意外と気に入ってくれたようで、のどかはライオンのマグカップを買い物かごに入れた。

「お兄ちゃんは？」

「咲さく太たはどれがいいかしら？」

　どうやら、咲さく太たの分も買うことになっているようだ。

「絶対これでしょ」

　のどかが手に取ったのは、狸たぬきのマグカップ。どことなく眠たそうで、どことなく間の抜けた顔をしている。

「いいんじゃない？」

　まず麻ま衣いが同意する。

「うん、かわいい」

　続けて花楓かえでも頷いていた。

「じゃあ、決定」

　のどかが狸たぬきのマグカップも買い物かごに入れた。そして、そのかごを、

「はい」

　と、咲さく太たに押し付けてくる。

　会計よろしくと言っているのだ。

「豊とよ浜はまの分はあとで請求するからな」

「なんで、あたしだけ？」

「花楓かえでは妹で、麻ま衣いさんは彼女だけど、豊とよ浜はまはなんでもないだろ？」

　正しく理由を説明しながら、咲さく太たはレジに向かった。




　会計を済ませた咲さく太たがギフトショップを出ると、店の前には誰もいなかった。十メートルほど先……動物園の東西を結んだ古いモノレールのレールの下に、麻ま衣いの姿を見つける。

　近づいていきながら、

「花楓かえでと豊とよ浜はまは？」

　と、聞いた。

「あそこ」

　麻ま衣いが視線を向けたのは軽食やドリンクを販売するファストフード風の売店。メニューが載った看板の前で、何やら相談している花楓かえでとのどかの後ろ姿が見えた。

「パンダのお団子を食べるんだって」

「それ、パンダは関係あるの？」

「パンダがおやつに食べているお団子を、人間用にアレンジしたものらしいわよ」

　パンダが団子を食べているとは知らなかった。おやつを食べていることもはじめて知った。一体、どんな味がするのだろうか。

「笹ささの味でもするのかな？」

「そうかもね」

　そんな話をしながら近くのベンチに腰を下ろす。麻ま衣いも隣に座ってきた。

　時刻は午後三時。おやつの時間だ。

　客の多くが一通り園内を見て回って、歩き疲れた頃合い。事実、少し離れたベンチには、くたびれた様子で休憩しているカップルがいる。はしゃぎ疲れた子供を膝の上で寝かせている母親の姿もあった。平穏な時間が緩やかに流れている。

「咲さく太た、大丈夫？」

　その言葉は、何の前置きもなく麻ま衣いの口から発せられた。

　咲さく太たを見るでもなく、麻ま衣いは母親の膝の上で眠る子供を見ていた。

「結構歩いたから疲れました。僕も膝枕してほしいなぁ」

「そうじゃなくて」

「どうじゃなくて？」

　そこで、ようやく麻ま衣いが咲さく太たを見た。咲さく太たを映す瞳は真剣そのものだ。だから、何を言われるのかは、なんとなくわかった。

「ここって、かえでちゃんと最後の日に来た場所でしょ？」

「……」

　思った通りのことを真っ直ぐに聞かれ、咲さく太たは麻ま衣いから視線を外した。

　俯いたわけではない。

　空に視線を逃がしたわけでもない。

　自然と、園内をゆっくり回る人々の流れに目を向けていた。

　今日、動物園に来たことは、誰にとっても思い出になるのだろう。たくさんの動物を見た思い出だったり、歩き疲れた思い出だったり、初デートの思い出だったりするのかもしれない。どんな形であれ、きっと心に残る一日のはずだ。

　それは、咲太にとっても同じこと。

『かえで』とここに来たあの日も同じだった。

「正直、来るまでは、しんどいだろうなって思ってました」

「……」

「色々思い出すだろうから」

　思い出して、もういない『かえで』のことを想って、それが辛いだろうと想像していた。だから、少し身構えていたところはある。

「でも、違いました」

「……」

　麻ま衣いは何も言わない。ただ、じっと咲さく太たの続きの言葉を待ってくれた。

「色々思い出したのは、本当です」

「うん」

「パンダに会えて喜んでた『かえで』を思い出して……」

「……」

「レッサーパンダの前ではしゃぐ『かえで』を思い出して……」

「……」

「帰りは名残なごり惜おしそうにしてた『かえで』のことも思い出して……」

「……」

「そういう全部を、ちゃんと思い出せて、『かえで』を身近に感じられて……本当によかったって思ってます」

　それが、噓偽りのない咲さく太たの今の実感だ。

「こんな風に思うなんて、来る前は思いませんでした」

「そっか」

　麻ま衣いが小さな声で、咲さく太たの想いを受け止める。否定も肯定もない。咲太の感じ方を尊重してくれているのが伝わってくる。その証拠に、麻ま衣いはやさしく微笑んでいた。

「だから、まあ、時々来ようと思います。パンダと『かえで』に会いに」

　ここに来れば、確かに『かえで』がいたことを強く思い出せる。

　あの日々が、ただ失われたものではないと強く思うことができる。

「じゃあ、咲さく太たの分も年間パスポートを買わないとね」

　そう言って麻ま衣いは笑った。

　つられて咲さく太たも笑っていた。

　そこに、

「なに？　何の話？」

　と、手に黄色っぽい団子を持ったのどかがやってきた。ドリンクを持った花楓かえでも一緒だ。咲さく太たと麻ま衣いの雰囲気に何か感じたのか、ふたりとも少し不思議そうな顔をしている。

「パンダのお団子って、どんな味なんだろうねって話してたのよ」

　麻ま衣いが自然な態度でごまかしてくれる。

　それに、のどかも花楓かえでも疑問を持った様子はなかった。ふたりとも、団子の味の方が気になっている顔をしている。

「じゃあ、せーので食べよ！」

　ひとつずつ団子を手に取る。

「いくよ、せーの！」

　四人で同時にかぶりついた。




　ちなみに、パンダだんごは笹ささの味はしなかった。
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　団子を食べて小休憩したあと、咲さく太たたちは最後に小動物との触れ合い広場に足を運んだ。

　ただ、この日、体験コーナーはお休みで、ウサギやモルモットを柵の外から眺めるだけしかできなかった。

「ウサギ、かわいい」

　柵の角に集まった数羽のウサギが、鼻をひくひくさせている。

「なんか、モルモットって意外とおっきいね」

　一緒にいたモルモットには、のどかが驚きを含んだ感想をもらしていた。

「手のひらサイズかと思ってた」

　手のひらは手のひらでも、両手のひらが必要だ。しかも両手でもちょっと溢あふれるくらいの大きさだった。

　そうこうしているうちに、閉園時間を知らせるアナウンスが流れてくる。

「あ～、もう終わりか～。また来ようね、花楓かえでちゃん！」

　今度は正しいタイミングで、のどかが花楓かえでに声をかける。

「はい」

　花楓かえでは笑顔で返事をしていた。




　帰りは電車賃を奮発して、普通列車のグリーン車に乗った。花楓かえでは慣れない遠出で疲れていたし、芸能人『桜さくら島じま麻ま衣い』が一緒では混雑する車両は避けるに越したことはない。

　咲さく太たと花楓かえでが並んで座り、ひとつ前の席に麻ま衣いとのどかが座っている。

　最初は、はじめて乗るグリーン車に、花楓かえでは戸惑っている様子だったが、電車が走り出すと、天井まで反り返った二階席の大きな窓から見える景色に意識を傾けていた。

　上うえ野の駅を出発した電車は、だいぶ暗くなった夕刻の街を走り抜けていく。

　咲さく太たたちが降りる藤ふじ沢さわ駅までは、長いような短いような約五十分の旅。

　しばらく電車内は無言だったが、東京駅を出たところで、

「お兄ちゃん」

　と、花楓かえでが小さな声で呼びかけてきた。

「ん？」

　咲さく太たの返事に合わせて、花楓かえでがこちらを向く。

「今日、ありがと」

　少し俯き加減でそんなことを言ってくる。

「パンダに会えてよかったな」

「うん。すごいよかった」

　顔を上げた花楓かえでの表情に、ぱっと明るさが花開く。

「動物園、楽しかったか？」

「うん」

　素直に頷くのは恥ずかしいのか、花楓かえでが視線を外す。

「麻ま衣いさんと豊とよ浜はまに、写真もいっぱい撮ってもらったしな」

「だから、帰ってからも楽しみ」

　言葉通り、花楓かえでの口元には笑みが浮かんでいる。その目は、前の座席の背もたれに吊るしたお土産の袋を見ていた。動物園で買ったマグカップが入っている。電車の走行に合わせて、袋は左右に揺れていた。

「それでね、お兄ちゃん」

「なんだ？」

「それで……」

　何かを言おうとしても、なかなか言葉が出てこない。何度か「それで……」と呟くが、やはり花楓かえでは口を噤つぐんでしまった。それでも、視線は咲さく太たに向けたままだ。

「トイレなら、デッキの方な」

　通路の後方を指差す。

「違うよぉ」

　花楓かえでが不満そうに頰を膨らませる。

「じゃあ、なんだよ」

「写真なんだけど」

「写真？」

「だからね……もうひとりの私の写真ってないの？」

　言いづらそうにしながらも、花楓かえでは最後まではっきり口に出した。

「ないよ。かえではカメラが得意じゃなかったし」

　見られている感じが苦手だったのだろう。そもそも、スマホ自体を苦手にしていた。

「そっか。そうだよね……」

　すると、前の背もたれの上から、のどかが突然ひょこっと顔を出した。

「あたしが撮ったのならあるよ」

　しかも、咲さく太たの知らない話を持ち出してくる。

「なんで豊とよ浜はまが持ってるんだよ……」

「ちょっと待ってね」

　咲さく太たの質問は無視して、のどかがスマホを操作する。ものの数秒で目的の写真を見つけたのか、「あった」と独り言をもらした。

「はい、これ」

　画面を咲さく太たと花楓かえでに見せるように手を伸ばしてくる。

　写っている場所はすぐにわかった。

　咲さく太たが通う峰みねヶが原はら高校の目の前……七しち里りヶが浜はまだ。砂浜の砂の上。

「これ、江えノ電でんに乗って出かけたときのか」

「あたしとお姉ちゃんも一緒にね。ちょっと小さいし、ピントも綺麗に合ってないんだけど……」

　ばつが悪そうにのどかが苦笑いをする。

　かしこまって撮影したものではない。のどかが勝手に咲さく太たとかえでと麻ま衣いを撮ったもの。だから、三人ともカメラを見てはいないし、意識もしていない。

　写真を見て思い出した。あのとき、咲さく太たが食べようとしていたおにぎりをトビに奪われたのだ。その直後の慌てた様子を連続写真で捉えたもの。

　まず驚いて、飛び去ったトビを見上げて、呆ぼう然ぜんとして、笑うしかなかった。

　のどかも反射的にシャッターを切ったから、ぼやけた仕上がりのものが多い。それでも、咲さく太たの隣には、咲さく太たの服の裾を摑んだ『かえで』の姿が確かに写っていた。小さくて、表情なんてまるでわからなかったが、『かえで』がそこにいた。

「……」

　スマホの小さな画面の中にいるもうひとりの自分の姿を、花楓かえでは何も言わずにじっと見つめていた。

　何を考えているのかはわからない。

　何を感じているのかはわからない。

　ただ、画面から顔を上げた花楓かえでは、

「のどかさん、この写真ください」

　と、真っ直ぐのどかを見て言った。

「もちろん」

　のどかがリズミカルに明るい声で答える。

「それとね、お兄ちゃん」

「ん？」

　このとき、花楓かえでの目はすでに自分の意思を語っていた。だから、それだけで何を言われるのかわかった。

「もうひとりの私のこと、もっと教えてほしい」

　わかっていたから、咲さく太たが返事に迷うことはなかった。

「二年分あるから、長くなるぞ」

「少しずつ話してほしいって意味で言ってるの。もっとちゃんと知りたいから」

「じゃあ、麻ま衣いさんと豊とよ浜はまからも聞かないとな」

「いいわね、それ。かえでちゃんのこと、みんなでいっぱい話しましょう」

　ずっと黙っていた麻ま衣いが、通路の方から後ろを振り向いてきた。その瞳は『かえで』と『花楓かえで』を想うやさしさで満たされている。

「はい。いっぱい聞きたいです」

　花楓かえでがしっかりと頷く。

「ほら、のどか。いつまでもそうしているとお行儀悪いわよ」

「はーい」

　後ろを向いたままののどかを麻ま衣いがきちんと座らせる。

　ふたりの姿は背もたれに隠れて見えなくなった。

「あとね、お兄ちゃん」

「まだあるのか？」

「全然話は変わるんだけど……ひとつ聞きたいことあって」

「この際だから、三つくらいいいぞ」

「ひとつでいいよ。それで……私にもアルバイトってできると思う？」

　少し身構えた様子で、花楓かえでは聞いてきた。

「そりゃあ、できるだろ」

「ほんと？」

「僕にだってできてるんだぞ？」

「でも、ちゃんと続けられるか自信ない」

「だったら、まずは試しに短期のバイトを探せばいいんじゃないか？」

「あ、そっか」

　花楓かえでの表情にぱっと希望の光が差す。

「んじゃあ、帰りに履歴書買って帰るか」

「うん。そうしたい」

　あと、十数分もすれば、電車は咲さく太たたちが暮らす藤ふじ沢さわに到着する。

　そしたら、そこからまた歩き出す。

　明日の方角に咲さく太たたちは歩き出す。

　時々、立ち止まりながら。

　時々、振り返りながら。

　一歩ずつ。
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　劇場アニメ『青春ブタ野郎はランドセルガールの夢を見ない』もどうぞお楽しみに。
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